09月20日（水）


第278回　関西眼疾患研究会
「医療の危機管理とマスコミ」

川端　眞一　先生（京都府立医科大学客員講師　元京都新聞編集委員兼論説委員）

まずマスコミの実態について述べられた。全国に放送会社は198社、新聞社は98社あり、新事実を発表、取材する際には記者クラブ制度（京都では府庁内、京都商工会議所、京都大学本部管理棟などに設置されている）が用いられていること。雑誌社等はこの中に含まれず、ある種排他的な趣がある点に留意する必要があることなどについて言及された。
次にマスコミの構造について述べられた。マスコミは営業（販売、広告）、製作、編集（社会、政治、経済、化学、文化など）のパートから構成されているが、営業、製作に関与する者は「記者」ではないことを知る必要があると述べられた。
またニュース報道について以下の様に述べられた。ニュース報道において熾烈な特ダネ競争（会社同士、社内も）が行われており、なかにはヤラセ、でっち上げ、人権無視となる報道も含まれている。ここから生まれてきたものの一つに「パック・ジャーナリズム」が挙げられる。「パック・ジャーナリズム」とは新しい事件が起きると巨大化する物量報道を指し、そこではジャーナリストとしての判断力も独自の視点もなく、いかに大騒ぎするかという能力だけが問われる。また国民の理性よりも、感情の興奮と消沈に依存し、ピークを迎えると飽きられないうちに次の話題へ移っていくといったものである。近年医療事故・過誤に関しても「パック・ジャーナリズム」が問題となっているが、その原因の一つに「事件記者」の存在が挙げられる。事件記者とは医学等、専門の知識を持たない（特に若手の）記者であり、この事件記者を介して報道することで事件は巨大化しやすいことを知る必要がある。
最後にマスコミの実態を知り初期対応を誤らないこと、質のいい記者、ジャーナリストとのパイプが重要であると結ばれた。

（文責　関山英一）
